
 

令和８年度 学習評価の仕組み           令和８年４月  朋有小学校 校長 石川 悦子 
                                            

学習指導要領（文部科学省が定めたカリキュラム）に基づき、児童がどのような力を身に付けたかを「３つの柱」
で分析的に評価します。数値化しきれない成長は文章（所見）で伝え、年２回のあゆみ（通知表）を通じて、次へ
の意欲につなげます。 
 

テストの結果だけでなく、記述 

説明や作品、授業中の発言等 

から総合的に判断します。 

学習指導要領の目標に対し、 

実施状況を３つの基準で評価 

します。 

数値評価と文章による 

「所見」を一緒に 

お伝えします。 

各教科で学ぶ基本的な知識 

や、実際に使うことのできる 

技術や習得状況。 

知識を使い、自分で考え、判 

断し、他者に伝える力の状況。 

自らの学習を振り返り、粘り 

強く取り組もうとする意欲や 

人間性。 


